
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　学級の実態として、日常会話の中に「うざい」「死ね」といった言葉が聞かれたり、自分が失敗すると『死にたい」という言葉を平気で使ったり、リストカットするなど自分を大切に出来ない場面が見られた。記事を通して、さまざまな立場で事件をとらえ、「死」の意味を感じさせることで、生きることの尊さ、そして生命の尊さについて深く自覚させることができたように思う。
	TextField2:  本校では、道徳の副教材だけでなく、新聞記事を使った教材作りを数年前から行っている。「福岡の車追突落下事件」や「亀田事件」等を扱い、リアルタイムにおこったさまざまな社会現象をいろいろな角度（立場）からとらえて、考えることで、道徳的価値を高める工夫に取り組んでいる。
	TextField2: ＜導入＞　①ニュースや新聞記事から感じたことを発表する。
＜展開＞　②資料の記事を読んで、考える。
(1)記事の内容や見方をとらえる。…　｢自衛隊、親、新聞社は訓練についてどのような見方をしていますか。｣
(2)それぞれの立場に立って気持ちを考え、班でまとめる。… ｢死亡した隊員、15人の隊員、教官、死亡した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隊員の親、それぞれどんな気持ちだったと思いますか。｣
(3)班ごとに発表する。
(4)加害者はこれからどう生きるべきか考える。… ｢加害者の立場である15人の隊員はこれからどんな気持ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で、どのように生きていくだろうか、またどう生きるべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きか考えよう。」
＜終末＞　③この事件から学んだことをまとめる。
　　　　　④CDを聞く。　
	TextField2: 1単位時間扱い
	TextField2: ○事件をめぐるさまざまな人の立場で気持ちを考えることができたか。（話し合い・発表・ワークシート）
○自他の生命を尊重しようという心情が高まったか。（ワークシート）
	TextField2: 「死」をもたらした事件を通して、生命の尊さを感じ、よりよく生きようとする心情を育てる。
	TextField2: 主題名　生命の尊重　　資料名　新聞から学ぶ「海上自衛隊術科学校隊員死亡事件（読売新聞2008年10月15日)
	TextField2: 道徳　100人
	TextField2: 第3学年
	TextField2: 岡部高之
	TextField2: 岡山県倉敷市立真備中学校
	TextField1: ☆言語力を基盤とした思考力・表現力の育成



